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高齢者に対する支援と介護保険制度

【時間数】
印刷教材授業180時間（四学期4月～7月）

【担当講師】
　日下　純子

【学習の目標・内容】
目標
1　高齢者の生活実態とこれを取り巻く社会情勢、福祉・介護需要（高齢者虐待や地域移行、就労の実態を含む）について理解する。
2　高齢者福祉制度の発展過程について理解する。
3　介護の概念や対象及びその理念などについて理解する。
4　介護過程における介護の技法や介護予防の基本的考え方について理解する。
5　終末期ケアのあり方（人間観や倫理を含む）について理解する。
6　相談援助活動において必要となる介護保険制度や高齢者の福祉・介護にかかる他の法制度について理解する。
内容
1　高齢者の生活実態とこれを取り巻く社会情勢、福祉・介護需要（高齢者虐待や地域移行、就労の実態を含む）
2　高齢者福祉制度の発展過程
3　介護の概念や対象
4　介護予防
5　介護過程
6　認知症ケア
7　終末期ケア
8　介護と住環境
9　介護保険法
10　介護報酬
11　介護保険法における組織及び団体の役割と実際
12　介護保険法における専門職の役割と実際
13　介護保険法におけるネットワーキングと実際
14　地域包括支援センターの役割と実際
15　老人福祉法
16　高齢者虐待の防止、高齢者の養護者に対する支援等に関する法律（高齢者虐待防止法）
17　高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律
18　高齢者の居住の安定確保に関する法律

【学習のポイント】
①社会的存在としての高齢者の理解はもとより、高齢者の身体的理解と精神的理解に向けて、社会福祉士として最低限知っておくべき知識について学習し、高齢者を総合的に理解する。
②高齢者及び高齢社会の特性やニーズについて触れる。具体的には、『高齢社会白書』、『国民の福祉と介護の動向』、インターネット等を参照して、最新データを把握する。
③高齢者の生活と支援を巡る歴史的展開を概観し、想像力を最大限に発揮し、歴史から多くのことを学び、高齢者保健福祉の将来を考える視点を見いだす。
④現在の高齢者保険制度のうち、介護保険法（制度）について理解を深める。介護保険制度の基本的枠組みと制度の仕組みについて整理し、介護保険制度による個別のサービスについて学ぶ（施行例や施行規則についても）。
⑤介護保険法以外の主要な法規についてまとめ、各法規の詳細を理解する（必要に応じ、「福祉小六法」等を参照する）。
⑥高齢者を支援する組織とその枠割りについて学ぶ。組織の役割を整理し、地域における組織間の連携や共同の仕組みについても学習を深める。
⑦高齢者の相談支援に用いられる方法論及びその担い手について学ぶ。また、居宅、介護予防、虐待などの事例について学習を深める。
⑧介護の方法論について学ぶ。具体的には、介護の概念から始まり、介護の過程や基本的な身体的介護の方法について理解を深める。その上で認知症ケア、終末期ケアなどのケアのあり方について考える。
⑨これからの高齢者福祉のあり方について考える。高齢者支援とは何か、現代のような変化の激しい時代の中で、今後さらに多様化していくであろう事も踏まえて、自分自身の意見も含めて考察する。

【主教材】
『新・社会福祉士養成講座⑬　高齢者に対する支援と介護保険制度』
（第5版　2016年2月刊行　中央法規出版）

【推薦参考図書】
◎『高齢者の法』（河野・菊池、有斐閣）
◎『世界の高齢者福祉政策』（佐藤進、一粒社）
◎『高齢者福祉論』（田中荘司、建帛社）
◎『これからの高齢者福祉』（福田志津枝・古橋エツ子、ミネルヴァ書房）
◎『社会福祉小六法』（ミネルヴァ書房編集部、ミネルヴァ書房）
◎国民の福祉と介護の動向（厚生労働統計会）
◎新大学社会福祉・介護福祉講座　介護保険論（村川・矢部、第一法規）
◎高齢者保健福祉マニュアル（安村・甲斐、南山堂）
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